
モーセはモアブの草原からネボ山、すなわち、

エリコの向かいにあるピスガの頂に登った。主は

彼に次の全地方をお見せになった。

申命記 34章1節

LMI世界宣教会（LMJ）は今、どのような位置に

置かれているでしょうか。どこに向かって行くよ

うに導かれているのでしょうか。LMJは、1992年

にリーベンゼラキリスト教会連合が解散した時、

既に北米に派遣されていた宣教師を支えるために

始められた働きと言え

ます。ですから在籍す

る派遣宣教師がいない

今、ある意味、存在の

意義が問われていると

も言えるのかも知れま

せん。

私たちの働きが「世

界宣教」だとするならば、これまで派遣してきた

宣教師がいなくなっただけで働きの存在意義を失っ

たとは言えない、と私は考えています。むしろ、

これまで派遣してきた宣教地を中心に世界宣教と

してきましたが、一旦これまでの働きが閉ざされ

たことによって、改めて広く世界全体を「宣教地」

として捉えることができるようになったと思うの

です。

さて、冒頭挙げさせていただいたみことばは、

間もなくイスラエルの指導者としての働きを終え

て、主の許に召されようとしていたモーセに主が

語られたことばです。モーセはメリバの水の出来

事（民数記20章）の故に約束の地に入ることは許

されませんでしたが、ネボ山はピスガの頂から、

主がアブラハム、イサク、ヤコブの子孫に与える

と約束してくださった全地方を見せていただきま

した。これまで40年もの長きにわたって荒野を旅

して来た神の民が、今、モーセの眼前に広がる神

が約束された地にいよいよ住むようになるのです。

主がイスラエルに与えてくださると約束された

地はヨルダンの西側でしたが、結果的には、ヨル

ダン川の東側に位置したネボ山周辺の地も、ルベ

ン族とガド族が入植することになりました。遠く

離れた地だけでなく、モーセが立っていた場所の

周辺もです。

「ああ、そうか」。この箇所を読みながら、漠

然とではありますが、一つの答えを得たように感

じました。神が私たちに見せてくださっている世

界も、アメリカやバングラデシュ、グアムやモン

ゴルという遥か遠くに見える地だけではない、と

いうことに目を向けさせられたのです。実に、こ

こ日本も主が示してく

ださっている世界の一

部であることに気づか

されるのです。LMJが

加盟させていただいて

いるJOMA（海外宣教

連絡協力会）の総会に

於いても、日本国内に

目を向け、在日外国人への宣教の働きと協力の必

要の増大を覚え、「国内外」という地理的枠組み

による理解ではなく、世界宣教と捉える必要があ

る旨確認されました。

VOICE No.141で「新たな可能性として、宗教法

人リーベンゼラ日本宣教団と協力しながら、国内

宣教師派遣についても取り組んでまいります」と

記しましたが、現在も、理事会での検討を重ねて

います。また、6月12日には桜川宣教ネットワーク

会議に陪席させていただき、国内宣教師の可能性

について意見交換をさせていただき、新たな気づ

きも与えられ、感謝なひと時でした。

「LMJは、国内宣教も活動の柱に位置づける」

――まだはっきりとそう申し上げる段にはありま

せんが、主のみこころは何なのかを祈りつつ今後

も積極的に検討を続けてまいります。どうぞ今後

とも変わらぬお祈りのご支援を賜りますよう宜し

くお願い致します。 (みなみ野キリスト教会牧師)
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初めまして。今年１月にドイツ

から参りましたフランツと申しま

す。ユリアン㊨とソラヤ㊧、そし

て子どもたちのベネディクト(6歳)

とアナスタシア(3歳)の4人家族で

す。

現在、中野島にあるミッション

センターに住みながら、御茶ノ水

にあるTAC日本語学舎で、日本語

と日本の文化を学んいます。日本

について知るだけではなく、日本

社会の一員として歩み、人々との

関係を少しずつ築いていくことが

できればと願っています。

長男のベネディクトは地域の小

学校に通い、アナスタシアは保育

園に通っています。家族そろって、

毎日さまざまな新しい経験をして

おります。また、多くの方々から

温かいご支援とお心遣いをいただ

いていることを、心より感謝して

います。

7年以上前、神様は私たちの心

に、日本へ行きたいという思いを

与えてくださいました。それ以来、

神様は長い年月をかけて私たちを

一歩ずつ整え、道を開いてくださ

いました。そして今、こうして日

本に来ることができ、日々神様の

導きを覚えています。

イエス様の愛を一人でも多くの

方にお伝えし、神様が導いてくだ

さる場所で、日本の教会をお支え

しながら仕えていくことができれ

ばと願っております。これからの

日本での生活と働きをとても楽し

みにしています。そして、愛する

日本の兄弟姉妹の皆様と共に信仰

の道を歩ませていただけることを、

心より願っております。

新宣教師紹介

2019年から今年3月まで、笹川雅弘・

由利子宣教師夫妻を支える会の事務

局の奉仕をさせていただきました。

当時、等々力教会が笹川師夫妻の派

遣教会となることが決まったものの、支える会事務

局の担い手はまだ決まっていませんでした。助けが

必要とされている一方で、私も皆もそれぞれに多く

の仕事を抱えていたのです。

しかし、笹川師夫妻のニューヨーク邦人宣教への

熱い思いを知るにつれ、海外で導かれて信仰を持っ

た私に対し、神様が「今度はあなたが助ける番では

ないですか」と強く促しておられるのを感じました。

私は祈りのうちに決心し、「やらせてください」と

手を挙げたのです。そのとき笹川師が「主からの恵

みは多いよ」と言ってくださった言葉が、今も深く

心に残っています。

実際の事務局の奉仕は、支援者名簿の管理やホー

ムページの更新、ニュースレターの編集・発送準備、

宣教師との連絡調整など、地味な作業がほとんどで

した。しかし、宣教師夫妻と最も近いところで、教

会員と共に毎週オンラインで顔を合わせ、交わり、

祈りを合わせられたことは大きな喜びでした。洗礼

者が与えられたり、イベントが祝福されたりする良

い時がある一方で、健康やビザの問題、インフレ、

円安など、常に様々な困難にも直面していました。

思い起こせば、そのような宣教師夫妻の歩みに寄り

添い、伴走できたこと自体が、まさに「主からの恵

み」でした。

また、支える会としてLMJの理事会や総会、毎月

の祈祷会に参加し、より深く世界宣教に関わること

ができました。主の宣教命令に従っていると実感で

きることは幸いであり、その充足感もまた「主から

の恵み」でした。

支える会の働きは一区切りを迎えましたが、笹川

師夫妻の今後の日本での宣教の歩み、そしてLMJの

働きの上に、主の豊かな祝福と導きがさらに注がれ

ますよう、心よりお祈りいたします。

(日本同盟基督教団等々力教会内伝道師）

高橋みづほ
LMI世界宣教会協力理事

主の宣教命令に従う恵み
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★笹川雅弘・由利子宣教師夫妻か

ら最後のご報告を受けました。兵

庫県で新しい歩みを始めている先

生ご夫妻のためにお祈りください。

★国内宣教師派遣の可能性につい

て、続けて意見交換がなされてい

ます。主のみこころが示されます

ように。

★毎月第一金曜日に行われている

LMJ祈祷会に是非ご参加ください。

お問い合わせは事務局まで。

★世界宣教への思いがある方、ご

連絡ください。共に祈りましょう。

★ホームページにお立ち寄

りください。
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